
IARU GSP @Australian National University に参加して

はじめに

私はAustraliaNational Universityで、開催された、"InternationalEnvironmental Policy"コー

スに参加してきました。コースの概要は、 19日� ースの講師としては、

Tuvaluの代表として気候変動に

関する世界会議でも活躍するlanFryという方が講義をしていただけたので、世界で起きて

いる事をわかりやすく理解できました。学生の参加人数は15人でした。東京大学2人、北京

大学2人、シンガポール国立大学2人、 ANU3人、ほかIARU各参加大学から1人ずつ参加者

が来ていました。IARUの目標通り 、世界各国から学生が集まり多様性を体現していたと思

います。

授業

Intensive CourseとCoordinatorの方が謡っているだけあって、その内容や授業校生とい

うのは本当に勉強させるものでした。 3週間近く 、環境問題についてしっかり勉強すること

ができ、私が期待していたものを超えるような充実した内容でした。以下具体的な授業内

容に触れたいと思います。

基本的な授業内容としては、現在世界で、問題になっている環境問題に関して、生物多様

性から気候変動、南北問題や国連の環境問題を扱う institutionで、あるUNEPなど幅広いトピ

ックを扱いました。私は農学部で勉強していますが、ッ�

が毎回2時間程度あるトピッ

クについて話してくれて、その日取り扱った内容と同じ環境問題について扱った動画(ニュ

ースやドキュメンタリ ーなど)を1時間鑑賞し、その後、tutorialでは理解を深めるようなゲ

ームをしたり discussionをしたりといったものでした。lanの授業は本当にわかりやすく 、

また問題を提起するようなものだ、ったので、生徒間でも大変評判がよかったです。世界の

環境問題の最前線で議論を重ねる彼から多くの話を聞けたのは大変素晴らしい経験となり、

より環境問題に関して興味関心を抱きました。

また興味深い授業としては、tutorialという授業でした。これは生徒が90分程度の授業を

企画考案し、ほかの生徒に授業を披露して、その内容に関する理解の促進を手助けすると

いったものです。友人たちに聞いたところ、普段から20分程度の司会を授業ですることは

あるとのことだ、ったので、そのことにも驚きました。内容としては、担当ではない聞にお

いては前日までに各テーマに関する論文などのarticleを20ページ程度読まないといけず、

睡眠時間を削る日々でした。また、私が担当したテーマとしては、現在の環境問題がなか

なか前進しない原因のひとつとして考えられているUNEPに関するものでした。英語があ

まり得意でない私は準備も司会進行も大変苦労しました。友人たちと仲良くなれていたの

で特に不安に思うことはなかったのですが、日常英会話のみならずあらゆるテーマに関し

て自由に話せない議論をまともにできない限り、英語ができると言えないと痛感したのも

このtutorialを通してでした。

課題としてPolicyMakingといったものも行し 1ました。これは来年2012年にBrazilのRioで、







というのはないのではないでしょうか。 しかし、GSP参加期間中に友人たちに日本文化に

ついて聞かれたりして、日本には誇る文化歴史も恥じらう文化歴史も双方持ち合わせてい

ることを再度認識しました。今後、日本人としてどう生きていくか、どう政治や文化に関

わっていくかなど、私には再考する機会になったと思います。海外に出るということは、

自分自身のルーツを確認するという点においても大変重要で、あると留学の新たな一面を確

認しました。まだ頭が固まっていないうちに留学という手段で自分自身の世界を広げてい

きたいと真に思わせてくれた三週間で、した。
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来年やその先に留学を検討される方には､日本から留学するのにはやはりハン

ディがあり､大変な事もありますが特にまだ進路に変更がきく学部生の内は積極的に検

討して欲しいと思いました｡特にGSPのような短期留学は海外を比較的気軽に体験で

きる素晴らしい機会だと思うので､是非これを生かしてもらえればとおもいますo
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